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伊東地殻活動観測施設が完成して ， 今回の観測に威力を発揮した 。







おり，A - A ’'断面では①は10kmから15km,②は
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11時09分には今回の最大地震 (M5.5 )が，長 さ
6 km,幅5 km, 変位約20cmの右横ずれ逆断層と
して，伊東市宇佐美の沖合いに発生した。




















当セン ター では，6 月27日に図6 の地域でマル




た，地殻の構造の乱れが明らか に な っ た（図 7 )。
--
1989 . 7 . 28 - 8 . 11 岩崎伸一 （平塚海洋防災研
究支所研究員）ソ連： 国際津波シ ンポジウム およ
び第12回太平洋の津波警報シ ス テ ム に関する国際
調整グルー プ会議出席のため。
三マ グニチュー ド 4以上の地震は，7 個観測 さ れ
た。そ のうち，4 個は海域で， 3 個は陸域で発生
し た。陸域の 2 個は，6 月30 日 頃か ら 活発化 し た
伊東沖の群発地震活動域の地震である。但 し，こ
の活動域において7 月 4日 には 1 時間で400 個以
上の地震が観測 される よう にな り，活動が急激に
活発化 したため， 4 日14時25分から 17 日14時06分
ま でのデー タ については，処理が殆どなさ れてい
な い。そのため，この間の活動についての報告は，
デー タ処理が終 了するまでは不完全である。この
活動域では，1978年以来群発活動が頻発 し て お り ，
今回の活動はその中で最 も北西に位置し てい る。
この活動中最大地震は，7 月9 日11時 9 分に発生
し たM5 . 5（気象庁マ グニチュー ド）の地震である。
この地震の約50秒後にM5 . 3の地震が発生した。 9日
には，有感地震が108回観測 された。そ の後地震発
生回数は減少 したが，11日 頃から火山性微動が観
測 さ れる よ うになった。13日18時29分頃から始まっ
た微動は18時33分頃か ら急激に振幅が増大し，同
時に海底噴火が確認された。地震活動は7 月31 日
ま で，漸次衰退に向かって い る。この活動中，地震
の発生回数のピー ク は 4日 で， 1日 4000個以上（気
象庁鎌田観測点の報告）の地震が観測さ れた。他の
活動と しては，山梨県東部で1 日 1時24分にM4 . 6










25日 伏）日本道路公団東京第1 建設局 （平塚）
28日 （鉛浜松市役所（本所）
8 月3 日 （木）石井敏弘科学技術庁長官官房審議官
（本所）
人事異動
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